
平成 28 年度 第４回事例検討会のご案内 

 

「基本動作の介助方法について～生活リハビリの観点から～」 

介助される側・介助する側の双方にメリットのある介助方法について考える 

 

 

平素は、南丹地域リハビリテーション支援センターの活動に格別のご理解とご協力を賜り、 

厚く御礼申し上げます。 

今年度第 4 回目の事例検討会のテーマは、「基本動作の介助方法について」です。 

普段の業務において、起き上がりや移乗動作の介助に難渋されている。また、ご自身も腰痛に悩

まれている方も多いのではないでしょうか？ 

起き上がりや移乗動作の介助では対象者の方の能力をいかに引き出せるかがポイントになります。

うまく能力を引き出せると基本動作そのものが対象者にとっての動作訓練（リハビリ）になります。

くわえて介助する側の負担軽減、腰痛予防にもつながります。 

少しでも皆様のお役に立てるような研修にできればと考えています。 

ご多用のことと存じますが、多数の皆様のご参加をお待ちしております。     

 

講 師： 南丹地域リハビリテーション支援センター コーディネーター 菱池正之 

日 時： 平成２9 年 3 月 13 日（月）             

１３：３０～１4：5０（開場１３：１５～）   

場 所： 公立南丹病院 第２病棟 ５階講堂         

対 象： ケアマネージャー・看護職・介護職・リハ専門職 等 

参加費： 無料                        

     ※本館第一病棟側の駐車場をご利用ください。 

       駐車券はお帰りの際に無料化いたします。 

□申し込み方法 

 申込み用紙に必要事項（氏名・職種・施設名・電話番号・FAX 番号）を記入の上、 

 ｅメールまたはファックスにてお申込み下さい。 

□締め切り：2017 年 3 月 10 日（金）必着 

お申込み 

問い合わせ先 

南丹地域リハビリテーション支援センター 

〒629-0197 京都府南丹市八木町八木上野 25 番地 

公立南丹病院リハビリテーション科内 

TEL 0771-42-2510  FAX 0771-42-5071 

e-mail ：rehashien@nantanhosp.or.jp  担当 川辺・菱池・高位 

 


